
第78回日本リハビリテーション医学会
関東地方会学術集会ならびに

専門医・認定臨床医生涯教育研修会
日　　時：2023 年 3 月 19 日（日）10:00 ～ 17:30（受付開始 9:00 〜）

会　　場：慶應義塾大学信濃町キャンパス内　北里講堂
　　　　　〒 160-8582 東京都新宿区信濃町 35

開催形式：現地及び Web 配信（ハイブリッド）

会　　長：辻　哲也（慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室　教授）

交通アクセス	 JR	 総武線「信濃町」駅下車、徒歩約 3 分 
	 地下鉄	 ・都営大江戸腺「国立競技場」駅下車、徒歩約 3 分 
		  ・丸の内線「四谷三丁目」駅下車、徒歩約 15 分 
		  ・半蔵門線・銀座線「青山一丁目」駅下車、徒歩約 15 分 
	 都営バス 新宿駅西口－品川車庫（四 97）「信濃町駅前（慶應病院前）」下車、徒歩約 3 分

事務局：慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室
〒 160-8582 東京都新宿区信濃町 35

TEL：03-5363-3832,　FAX：02-3225-5476,　E-mail：kkrh0319@gmail.com

慶應義塾大学医学部慶應義塾大学医学部
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ごあいさつ

　第 78 回日本リハビリテーション医学会関東地方会の担当幹事を仰せつかりました

慶應義塾大学の辻哲也でございます。

　この度、関東地方会を、慶應義塾大学信濃町キャンパス内北里講堂にて開催させていた

だきます。会場で会員の皆様とお会いしてディスカッションできることを楽しみにしてお

りますが、コロナ禍の折、Web 開催を併用したハイブリッドでの開催を予定しています。

ハイブリッド開催の利点を生かして、多くの皆様にご参加いただきたいと願っております。

　また、同日に開催される専門医・認定臨床医生涯教育研修会では、国立病院機構箱根病院

の今井富裕先生、神戸大学の酒井良忠先生、慶應義塾大学の勝俣良紀先生と、それぞれの

分野のトップランナーの先生をお迎えしています。

　実りある学術集会になりますよう、教室員一同、運営に鋭意努力する所存です。

　年度末で、お忙しいことと存じますが、多くの先生方のご参加をお待ちしております。

第 78 回日本リハビリテーション医学会関東地方会学術集会

会長　辻　哲也

慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室　教授
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○参加費等

・地方会参加費

医師 2,000 円、メディカルスタッフ 1,000 円、初期臨床研修医・学生 無料

・日本リハビリテーション医学会 生涯教育研修会

1 講演 1,000 円

○単位認定

・地方会参加

日本専門医機構専門医は 1 単位（筆頭演者はさらに年度末自己申請により 1 演題 1 単位）

認定臨床医は 10 単位

・生涯教育研修会

日本専門医機構専門医は１講演 1 単位（1 日 3 単位まで取得可）

認定臨床医は 1 講演 10 単位（1 日 30 単位まで取得可）

日本整形外科学会教育研修会（現地出席者のみ適応）

○利益相反について

日本リハビリテーション医学会が定める「利益相反の管理に関する申し合わせ」に従ってく

ださい。利益相反がない場合もスライドで表示してください。

参加者の皆様へ
本学会は現地でのご発表及び質疑応答をライブ配信するハイブリッド方式としております。

1．事前参加登録について

（1）下の学会ホームページの「事前参加登録フォーム」ボタンから登録画面にお進みいた

だき、必要事項を入力の後、フォームを送信してお申込ください（専門医・臨床認定

医生涯教育研修会に参加される方は、事前参加登録と併せてお申し込みください）。

https://forms.gle/udd2F7s6cTWy9sYu5

申し込み締め切りは 2023 年 3 月 12 日（日）とさせていただきます。

期限後の参加登録は当日現地でのみ受け付けますので、WEB 参加

を予定される方は必ず期限内にお済ませください。

開催概要
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（2）事前に参加費と受講料の合計金額を下記指定銀行口座へ 3 月 14 日（火）までにお振り

込みください。
                                          ＊振込手数料は申込者負担となります、ご了承ください。

お振込み後、登録されたメールアドレス宛てにお振込完了の確認メールが返信されます。

（領収書をお送りいたします。）

（3）お振込み完了メールが届いた時点で事前登録が本登録となり完了いたします。

	 事前登録を完了された方には、3 月 17 日（金）までに参加方法のご案内が E-mail に

て送付されます。

2．大会当日のご参加について

（1）	 現地参加の場合

プログラムは当日配布しませんので、必ずご持参ください。

事前登録をされた方で当日現地参加される際は、お振込完了メールを受付でご提示

ください。  当日の参加受付が簡略化できます。

事前登録をお済みで無い方は当日受付にて参加登録をお願いいたします。

会場周辺ではコンビニエンスストアや飲食店がございます。受付でお尋ねください。

コロナウイルス感染症予防のため、会場内での食事はお控えいただきますようお願

い致します。

（2） WEB 参加の場合

事前登録をされた方へ E-mail にて送付された参加方法のご案内からご入室ください。

Zoom ウェビナーにて入退室記録を確認いたします。

（生涯教育研修会単位取得をご希望の方は原則１講演につき１時間の聴講が必要です。）

3．生涯教育研修会のオンデマンド配信について

4 月 1 日（土）から 4 月 30 日（日）まで生涯教育研修会を録画した内容をオンデマンド

配信いたします。事前登録及び当日参加された全員に大会終了後にご案内いたします。

新たにオンデマンド配信のみ聴講したい方は３月 20 日（月）から３月 25 日（土）までに

事前参加登録と同じ登録フォームから参加登録を行い入金を完了してください。入金完了

確認後にオンデマンド配信のご案内をいたします。なお、オンデマンド配信での生涯教育

＜振込先銀行口座情報＞

銀 行 名：三井住友（ミツイスミトモ）銀行

支 店 名：麹町（コウジマチ）支店  

口座種別： 普通　 口座番号： ９０４５７２９

口座名義：慶應義塾リハビリ医学教室　代表　辻哲也

( ケイオウギジュクリハビリイガクキョウシツ　ダイヒョウ　ツジテツヤ )　　
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研修会の単位を取得されたい場合は、視聴記録を確認させていただくほかに、確認テスト

を完了することが単位申請の条件になります。詳しくはホームページをご確認ください。

4．学術集会参加単位と教育研修受講単位は事務局から日本リハビリテーション医学会へ申

請いたします。

一般演題ご発表の先生方へ
1．発表方法

（1）	 発表時間は 4 分、質疑応答は 2 分です。発表時間は厳守してください。

（2）	 発表は PC を使います。会場演者 PC は、Windows / PowerPoint2019 /Zoom 接続 

を予定しています。

（3）	 発表データは、ウイルスチェック済みの USB フラッシュメモリでお持ち込みくださ

い。  （タブレット端末やノート PC お持ち込みによる発表はできません。Macintosh

をご利用の方は、フォントを含む互換性確認済みの PowerPoint2019 でご準備をお願

いいたします。）

（4）	 発表時は COI 開示のスライドをご提示ください。

（5）	 発表の順番が近づきましたら、次演者席、次々演者席にて待機してください。

2．講演セッション開始 30 分前までに PC 受付にて発表データの試写と受付を済ませてくだ

さい。（第１部の方は９時 30 分、第 2 部の方は 10 時 30 分、第 3 部の方は 12 時 30 分ま

でにそれぞれ受付をお済ませください。）

3．USB メモリをお持ち込みの方への注意事項

（1）	 ウイルスチェックは最新の定義ファイルを用いて行ってください。

（2）	 PPT ファイル名は「演題番号 _ 演者名 .pptx」にしてください。

（3）	 フォントは OS 標準のもののみをご使用ください。

（4）	 スライドサイズは標準（16:9）で作成ください。

4．抄録原稿の作成について

日本リハビリテーション医学会誌「Jpn J Rehabil Med.」掲載用の抄録原稿「演題名、

演者名、演者所属、抄録（本文 400 字以内）」を作成し、デジタルデータとして、2023

年 3 月 18 日（土）までに事務局（kkrh0319@gmail.com）にご提出ください。

5．お預かりしましたデータは、終了後、責任を持って消去いたします。　



― 6 ―

第 78 回日本リハビリテーション医学会
関東地方会学術集会　プログラム

〇発表者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演時間 4 分、質疑応答 2 分

【一般演題：第１部】10：00 ～ 10：55

座長：田代　祥一（杏林大学医学部リハビリテーション医学教室　講師）

１．	 急性期病院における脳卒中患者に対する両立支援の経験

東海大学医学部専門診療学系リハビリテーション科学

〇田中政貴、来海壮志、笹尾ゆう、西田大輔、笠原　隆、児玉三彦、水野勝広

２．	 左中心前回の脳梗塞により純粋語唖を呈した 1 例

帝京大学医学部附属溝口病院リハビリテーション科１）

帝京大学医学部リハビリテーション医学講座２）

帝京大学医学部附属溝口病院脳神経外科３）

		  〇大槻玄太１）、原　元彦１）、山崎　健２）、大谷真貴子２）、徳田　彩２）、中原康雄２）、

緒方直史２）、山田昌興３）

３．	 フェノールブロック治療と体外衝撃波治療にて、ADL 改善に繋げた重度左片麻痺患者

の一例

医療法人社団　輝生会　初台リハビリテーション病院

〇井上　毅、石井　暁、菅原英和

４．	 回復期リハビリテーション病棟においてシャントバルブ圧を変更した症例の検討

医療法人社団　輝生会　船橋市立リハビリテーション病院

〇髙橋奈都、石原　健、梅津博道

５．	 脳梗塞生活期に３回の腹部外科手術を受けた１症例の、筋量と移動能力との関連

埼玉医科大学　リハビリテーション科

〇畑　孝幸、間嶋　満、篠田裕介、前田恭子、倉林　均
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6．	 食道癌術後左反回神経麻痺のため遷延した嚥下障害に対して頸部左回旋が有効であった

1 例

日本医科大学千葉北総病院　リハビリテーション科１）

日本医科大学付属病院　リハビリテーション科２）

〇水野江美１）、東谷卓哉１）、和田勇治１）、青柳陽一郎２）

７．	 がん関連脳卒中（CAS）発症後もがん治療を継続した 8 症例の単施設内診療録調査

ー Stroke Oncology におけるリハビリテーション治療の実践ー

国立研究開発法人 国立がん研究センター東病院 リハビリテーション科１）

慶應義塾大学医学部 リハビリテーション医学教室２）

〇土方奈奈子１, ２）、石川愛子２）、辻　哲也２）

８．	 重度失語症患者に体性感覚誘発電位（SEP) を実施しリハビリテーション治療を行なった一例

東京都リハビリテーション病院リハビリテーション科１）

慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室２）

日本医科大学千葉北総病院リハビリテーション科３）

〇須納瀬裕晃１, ２, ３）、和田彩子２）、赤﨑孝大１, ２）、吉田まどか１, ２）、南 朝香１, ２）、安西敦子１）、

　堀田富士子１, ２）、和田勇治３）、辻　哲也２）

【一般演題：第２部】11：00 ～ 12：00

座長：宇内　景（国立病院機構村山医療センター　リハビリテーション科　医長）

9．	 頚椎術後 C5 麻痺 5 例の退院先に関する検討

東京慈恵会医科大学葛飾医療センター１）

東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座２）

東京慈恵会医科大学附属第三病院３）

〇豊田紫央李１, ２）、奥山由美２, ３）、小林一成１, ２）、安保雅博２）

10．	 回復期リハビリテーション中に多くの合併症を経験した脊髄損傷の一例

新潟リハビリテーション病院　リハビリテーション科１）

新潟リハビリテーション病院　内科２）

〇赤嶺　学１）、小股　整１）、菊池達哉１）、小池亮子２）、近藤　悟１）、眞田菜緒１）
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11．	 片側下腿切断術後に対側切断に至るも早期に自宅退院が可能であった一例

東京医科歯科大学病院　リハビリテーション科

〇高階祐輔、酒井朋子、星野ちさと

12．	 当院回復期リハビリテーション病棟における、大腿骨近位部骨折術後患者の骨粗鬆症治療の

検討

タムス浦安病院　リハビリテーション科

〇角　優介、古川雄都、山岸宏江、竹内正人

13．	 血友病性重度足関節症の患者で画像評価を踏まえた装具療法が有効であった一例

東京大学医学部附属病院　リハビリテーション科

〇川村　愛、藤原清香、緒方　徹　

14．	 子育て期に配慮し回復期リハビリテーション病棟から家庭復帰した外傷性頚髄損傷症例

亀田総合病院 リハビリテーション科１）

亀田リハビリテーション病院２）

〇笠井健司１, ２）、宮越浩一１）、小山照幸１）、山本昌範２）、譲原雅人２）、小川斉宏２）、

　小澤里恵１）、東江拓海２）、永田智子２）

15．	 脳性麻痺の女性に対する包括的な育児支援

慶應義塾大学医学部　リハビリテーション医学教室

〇酒井希望、大嶋　理、和田彩子、木村泰介、東　賢、河口大洋、堀　亮介、渡邊瑠美、

　石川愛子、辻　哲也

16．	 対立装具作成により右手使用が可能となった成人脳性麻痺の 1 例

順天堂大学大学院医学研究科リハビリテーション医学

〇諌山玲名、補永　薫、前田護友、村上悠平、谷　真美、藤原俊之

17．	 上肢機能障害および歩行障害に装具療法が有効であった脳性麻痺の一症例

杏林大学医学部リハビリテーション医学教室１）

国立病院機構埼玉病院リハビリテーション科２）

慶應義塾大学リハビリテーション医学教室３）

〇平部顕子１, ２, ３）、田代祥一１, ３）、松田恭平１）、大森まいこ２, ３）、辻　哲也３）、山田　深１）
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・・・・・・・・・・・・昼休憩・・・・・・・・・・・・

機器展示　　インターリハ株式会社、株式会社 LIFE SCAPES、川村義肢株式会社、

	 九州メディカルサービス株式会社、CYBERDYNE 株式会社、酒井医療株式会社、

	 東名ブレース株式会社、REMED JAPAN 株式会社

	 （50 音順）

【一般演題：第３部】13：10 ～ 14：05

座長：伊藤　真梨（東京湾岸リハビリテーション病院　部長）

18．	 新潟大学医歯学総合病院における車椅子処方について

新潟大学医歯学総合病院　リハビリテーション科

〇小南　亮、木村慎二、山崎　遼、田中良賢

19．	 当院におけるパーキンソン病短期集中型リハプログラムの一例

昭和大学医学部リハビリテーション医学講座

〇佐久間香那、武藤祐汰、立川貴子、飯田　守、竹島慎一、橋本圭司、川手信行、

　市川博雄　

20．	 サリドマイド胎芽症 3 名の体幹・上肢骨格 CT 所見

国立研究開発法人　国立国際医療研究センター病院　リハビリテーション科１）

東京大学医学部付属病院リハビリテーション科２）

国立障害者リハビリテーションセンター自立支援局３）

〇上村千尋１）、藤谷順子１）、村松　倫１）、藤本雅史１）、早乙女郁子１）、藤原清香２）、

　芳賀信彦３） 

21．	 SLE の既往があり、帯状疱疹により下垂足をきたした一例

帝京大学医学部附属病院 リハビリテーション医学講座

〇松本啓成、緒方直史、中原康雄、本田祐士

22．	 新型コロナウイルス感染症後に呼吸器管理となった在宅レノックス・ガストー症候群患者に

対する墓参り支援の経験

川崎ヒューマンクリニック　リハビリテーション科

〇古賀信太朗
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23．	 非定型抗精神病薬に起因する重篤な嚥下機能障害に対するリハビリテーション治療の経験

東京慈恵会医科大学附属第三病院リハビリテーション科１）

東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座２）

〇小野航暉１）、渡邉　修１）、山田尚基１）、橋本弦太朗１）、奥山由美１）、大渕　恵１）、

　知野俊文１）、安保雅博２）

24．	 COPD の進行に伴って嚥下障害を呈し、栄養管理に苦慮した症例

東京都リハビリテーション病院リハビリテーション科１）

慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室２）

北里大学北里研究所病院リハビリテーション科３）

〇赤﨑孝大１, ２）、和田彩子２）、須納瀬裕晃１, ２）、吉田まどか１, ２）、南　朝香１, ２）、安西敦子１）、

　武原　格１）、堀田富士子１, ２）、村岡香織３）、辻　哲也２）

25．	 バンジージャンプを契機に翼状肩甲を来し、針筋電図検査で長胸神経障害の診断に至った 1 例

慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室

〇宮澤森太郎、大嶋　理、紙本貴之、山田祐歌、和田彩子、石川愛子、川上途行、辻　哲也 



― 11 ―

専門医・認定臨床医生涯教育研修会《関東地方会》

○研修会区分： 1．必須領域―治療・介入

2．必須領域―骨関節疾患

3．必須領域―治療・介入

認 定 単 位：認定臨床医：1 講演 10 単位（1 日 30 単位まで取得可）

リハビリテーション科専門医：1 講演 1 単位（1 日 3 単位まで取得可）

整形外科専門医：1 講演 1 単位（講演 1・講演２のみ該当）（現地参加、当日受

付のみ）

受  講  費：１講演毎に 1,000 円

認定臨床医受験資格要件： 認定臨床医の認定に関する内規第 2 条 2 項 2 号に定める指定の

教育研修会（必須以外）に該当します。

【教育講演１】14：10 ～ 15：10

座長：川上　途行（慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室　准教授）

「Critical illness myopathy の病態と興奮収縮連関障害

                                                 ―急性期リハビリテーションの可能性―」

国立病院機構箱根病院神経筋・難病医療センター　院長

今井　富裕　先生

【教育講演２】15：20 ～ 16：20

座長：辻　哲也 （慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室　教授）

「がんリハビリテーション診療におけるがんロコモ」

神戸大学大学院医学研究科リハビリテーション機能回復学　特命教授

酒井　良忠　先生

【教育講演３】16：30 ～ 17：30

座長：大森　まいこ（国立病院機構埼玉病院リハビリテーション科　部長）

「心臓リハビリテーションの今と未来ヘの展望」

慶應義塾大学医学部スポーツ総合医学センター　専任講師

勝俣　良紀　先生
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本学術集会の開催にあたり、皆様から多数のご協力を賜りました。

ここに深甚なる感謝の意を表します。

第 78 回日本リハビリテーション医学会関東地方会学術集会 会長 辻　哲也

展示企業・協賛企業

医歯薬出版株式会社

伊藤超短波株式会社

インターリハ株式会社

金原出版株式会社

株式会社医学書院

株式会社ベーテル・プラス

株式会社 LIFE SCAPES

株式会社リムフィックス

川村義肢株式会社

九州メディカルサービス株式会社

グラクソ・スミスクライン株式会社

越屋メディカルケア株式会社

CYBERDYNE 株式会社

酒井医療株式会社

三優メディカル株式会社

第一三共株式会社

帝人ヘルスケア株式会社

テルモ・ビーエスエス株式会社

東名ブレース株式会社

REMED JAPAN 株式会社

（50 音順）
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ソックス・プロジェクト たぴぽ が
年度グッドデザイン賞を受賞

リムフィックス
〒113-0033東京都文京区本郷3-3-12ケイズビル4F

商品に関するお問合せはこちらまで

☎ ✉

好評発売中

レックスフィット ファイブは日本製です。リムフィックス社の長年の圧迫経験と皆様からのご要望に
お応えし、国内にて度重なる研究開発を行いレックスフィット史上初 本指着圧ソックスが完成いたしました。

商品詳細はコチラの
コードよりご確認

頂けます。









すべての製品に「オーガニックコットン」を採用しました

毎日のケアを考えた
浮腫用平編み弾性着衣「エアボシリーズ」

エアボ・ウェーブ ゼロ
平編み弾性ストッキング

エアボ・ウェーブ EV1
平編み弾性ストッキングエアボ・ウェーブ スリーブ

エアボ・ウェーブ ミトン付きショルダー

平編み弾性スリーブ

用途や患部に沿った商品をお選びい
ただけるよう、多 様 な 丈やサイズを
揃えています。
詳しくは公 式 H P のカタログ（ P D F ）
をご覧ください。

「エアボ・ウェーブゼロ」ストッキング「エアボ・ウェーブ ファイン」ロンググローブ

エアボ・ウェーブ ファイン
平編み弾性グローブ

日 本 製

力の弱い方でも簡単に装着・脱着できる、通気性のよい医療用圧迫着衣特許取得済

052-526-5017 info@sanyu-medical.com

製造販売元:

『品質の高いユニークな製品づくり』をモットーに、国内で開発・製造を行っています

〒490-1144 愛知県海部郡大治町西條南井口58番地
www.sanyu-medical.com三優メディカル株式会社

三優メディカル
株式会社

下 肢 用上 肢 用

夏は涼しく、冬はあたたか、一年を通して快適に装着できます。
敏感肌の方にも安心です。

三次元曲線構造設計でしっかりフィット通気性・還流促進を考慮した平編みタイプ
裏地綿 100% でシームレスの凹凸メッシュ生地

中間層に高弾性糸を編み込んだ立体構造の
無縫製編立設計1 2 3

つのやさしさ3 特許取得済み
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